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桜も散り、若葉が芽吹き生命力溢れる季節になってきました。

新型コロナウイルスの影響でここ１、２ヶ月で世界の状況が刻一刻と変化していま
す。早くこの状況が落ち着く事を祈るばかりです。

先日、絵本作家の五味太郎先生のインタビュー記事のなかでこんな問いがありまし
た。

「コロナウイルスで社会や生活が不安定だけど、それ以前は本当に居心地が良
かったのか？それまでの不安や不満の矛先がコロナウイルスに移っただけではな
いのか？」
答えは人それぞれですが、とても考えさせられる質問ですね。

そして五味先生は「心は常に揺れ動いていて不安定が当たり前。それが生きている
という証。安心安全を前提に考えるから不安定をマイナスに感じてしまう。」と言うの
です。
「なぜ安心安全が当たり前の生活が出来ていたのか？」
「以前の生活は本当に充実していたと言えるのか？」
色んなものに捉われて本質が見えなくなっているのではないで
しょうか？そして、誰しも心に余裕が無くなると自分以外の外に
原因を求めがちになりますね。こんな状況だからこそ、飛び交う
情報に惑わされず、心に栄養を補い、健やかな状態で生活する
事が重要ですね。
また、志村けんさんの急逝に、死をより身近に感じた方もい
らっしゃるのではないでしょうか？落ち着いた時間が取れる今
だからこそ、今後の人生設計や遺言などの相続対策を考える
時間をもち、心の安心安定を図ってみてははいかがでしょうか？
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山林や別荘地を相続すると固定資産税など費用がかかったり、定期的に草刈りなどメンテナンス
が必要なケースがあります。そして現地に行くのも大変ですし、昨年の台風のような自然災害が
原因で倒木や土砂崩れが発生した場合、所有者責任を問われる可能性もあります。市街地であれ
ば、金額に拘らなければ売却することも可能ですが、山林や別荘地は昨今の状況ですとほとんど
買い手が現れないのが現状です。
先祖から受け継いだ土地がそのまま荒廃していくのは寂しいですね。
そんな現状をなんとかしようと、弊社（グループ会社）では山林や別荘地などの土地の引き取り
サービスを始めました。日本の素晴らしい自然や原風景を後世に残していくための活動です。山
林や別荘地でお困りの方は是非お問い合わせ下さい。

相続法務グループ

☎ 03-5429-1096

東京都世田谷区祖師谷3-4-7 伊地智ビル1階

Email contact@nk-js.net

お墓にまつわる相談

岸さんの

相続Q&A
父から地方の山林を相続しました。売れ

なくて困っています。

大田区
Sさん

私は一人っ子ですが、外国籍の方と結婚し、将来は海外で生活する予定です。
日本に中々戻れない場合、実家の先祖供養はどうすれば良いでしょうか？現在
は実家の父（長男）が先祖供養しています。

お父様が亡くなられたらご実家のご先祖様を菩提寺で永代供養しましょう。

相続法務
スタッフ

司法書士相続法務成城事務所

株式会社相続不動産コンシェルジュ
株式会社絆コーポレーション

お電話もしくはメールにてご相談ください。懇切丁寧にお答えいたします。

最近ご相談の際、よく、お墓や先祖にまつわるお悩みをお聞きします。弊社グループの理念で

ある家族の和（輪・話）を重んじるということは何十人、何百人のご先祖様を大切にし、未来

につなげていくことです。そんな想いから、よく頂くご相談事例をご紹介いたします。

毎月無料相談
実施中！

次回５月１５日


